


要約:超音波検査によって妊娠週数が確認されている極低出生体重児を対象に、New

Ballard Score を用いて成熱度の評価を行い、その精度を検討した。妊娠週数との差は平

均 0.56*1.34 週、相関係数 0.91 で比較的良好な相関関係が認められた。児の重症度には

あまり影響されないが、light for dates 児なかで small for dates 児での評価や検査(判

定)時期、再現性などに問題が残されており、さらに検討が必要である。


